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玲
１
月
１８
日

（土
）
　
　
消
防
出
初
式
　
　
一

寒
風
の
中
、
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第

五
分
団
、
自
治
会
自
主
防
災
会

・女
子
消
防
隊
の
皆

様
、
地
域
防
災
活
動
に
感
謝
で
す
ｃ

》１
月
２５
日

（土
）

自
治
会
館
清
掃

鶴鶴鬱 子ども達によるお囃子
爾 塑ξ圏雷1劇鬱鰺露因爾二‐・ 1趣薔1■国■■■ 鐵  電,輌輌日鬱i畷議

出初式行進

当番組長の皆様こ協力有難う御座いました 1菫
ヽ _

なこ
1■Lこ_

‐.■1』巖議繭撼『:=:

第五分団消防車

玲
１
月
１１
日

（
土
）
　

　

ど
ん
ど
焼
き
開
催

子
ど
も
会
主
催
で
ど
ん
ど
焼
き
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
天
気
に
恵
ま
れ
快
晴
の

中
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
無
病
息
災
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

翌
日
の
片
付
け
で
は
、
子
ど
も
会
、
自
治
会
関
係
者
に
て
灰
と
金
物
類
を
分
別
し

て
片
付
け
し
ま
し
た
ｃ
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

写
真
撮
影
／
山
内
育
成
部
長

______   擦

,
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山車引き廻しの様子

山車行列祭太鼓練習の様子

山車保存会の皆さん
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屈
e

蝙
２
月
１
日

（土
）
開
成
町
町
政
施
行
７０
周
年
記
念
式
典

一

開
成
町
町
政
施
行
７０
周
年
記
念
式
典
の
表
彰
式
が
あ
り
、
下
島
自

治
会
か
ら
は
、
井
上
寅
さ
ん

（左
）
、
西
海

一
男
さ
ん

（右
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
貢
献
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
自
治
会
長

福I蘭茂貯鯖籠藉行70薦奪記念畿嚢

国

『

|

【　
編
集
後
記
　
】

一し
も
じ
ま
広
報
」
発

行
に
０
関
係
各
位
に

む
協
力
賜
り
あ
り
が

と
う
む
ざ
い
ま
す
。

自
治
会
イ

ベ
ン
ト
情

報
や
回
覧
を
‐ＥＢ

に
掲

載
し
て
い
き
劇
いす
の

で
御
覧
下
さ
い
。

鷺菫

彗

2

駅前紅梅写真

鼈
―
月
１９
日

（日
）
　
　
下
島
山
車
行
列
祭
開
催

山
車
保
存
会
主
催
で
、
出
車
行
列
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
天

気
に
恵
ま
れ
、
お
囃
子
と
子
ど
も
の
元
気
な
掛
け
声
が
晴
天
に
響
き

渡
り
ま
し
た
。
沿
道
で
見
守

っ
て
頂
き
ま
し
た
地
域
の
皆
さ
ん
、
開

催
に
あ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

ル
一ヽ
つ
ご
♪ｅ
い
土
よ
‐し
■
にｃ　
　
　
　
　
　
　
　
写
真
撮
影
／
岩
瀬
さ
ん
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